
1

2

3 中核施設を仲介に、産学官の連携を図る。

※

　石巻産業創造株式会社用地取得償還費

　平成22年度償還額 千円

　累計償還額 千円

　地元企業を対象とした、技術、人材育成研修等の支援を通じ、産業振興の促進が図られた。
　なお、平成23年3月11日の東日本大震災により、被災した市内企業8社を入居させるなど、甚大な被害
を受けた地元企業の応急的な受け皿として、迅速にオフィスを提供することができた。
　また、東日本大震災により、直接的又は間接的に被害を受けた中小企業の資金繰り等の各種支援策な
どについて、関連する情報の収集及び提供など、側面的な支援を行った。

( 1 ) 地域資源を活用する

産業業務機能支援中核施設整備事業

石巻トゥモロービジネスタウンへの企業誘致の促進

地元企業に対する技術研修、人材育成等を支援することにより、産業振興の促進を図る。

基
本
計
画

南境業務拠点地区内の企業立地や石巻地域の産業の活性化を図るため、石巻ルネッサンス館並び
に当館を運営する石巻産業創造㈱に対し、側面的な支援が必要となる。

14,906,836

その他地方債国(県)支出金

　地元企業を対象とした、技術、人材育成研修等の支援を通じ、産業振興の促進が図られた。
　また、取得した石巻ルネッサンス館用地について、年次計画により償還することによって、債務残額
の減少が図られた。(平成22年度で完了。)

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

14,907

327,130

地方拠点都市推進費

第 1 節

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費

予算の執行状況
予算額

14,907,000

決算額の財源内訳

決算額

14,906,836

（単位：円）

一般財源

成果に係る評価

成　　　　果

目的及び事業内容

小　事　業

取　組　実　績

事　業　名
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予算の執行状況
予算額

11,421,000

決算額の財源内訳

決算額

11,091,803 4,661,248

成果に係る評価

消費者行政対策費・消費者行政活性化事業費

事　業　名 消費者行政対策事業

　消費生活における安全・安心の確保のため、消費生活相談員を配置して消費者被害の未然防止と救済
に取り組むほか、自立した消費者の育成を図るため、消費者教育と消費生活に関する啓発を推進する。
　また、消費者行政の機能強化等を図るため、県が造成した地方消費者行政活性化基金により、平成21
年度から平成23年度までの間に消費生活相談の機能強化・充実を図っており、消費者被害の防止ととも
に、市民の消費生活に関する安心確保に努める。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

　　消費生活相談員の更なるレベルアップのため、弁護士を招いて研修を行うとともに、研修参加機会
　の増強を行った。

取　組　実　績

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款
基
本
計
画

( 3 ) 安全・安心な暮らしを確保する

1 項 商工費 第 6 節

第 4 章 安心して健やかに暮らせるまち

6,430,555

（単位：円）

一般財源

日常の身近な安全性を高める

　消費者行政の機能強化等を図るため、県が造成した地方消費者行政活性化基金を活用し、平成21年度
から平成24年度までの間に消費生活相談の機能強化・充実に取り組んでおり、消費者被害の防止を図る
とともに、市民の消費生活に関する安心確保に努めているが、震災後、災害に便乗した点検商法やかた
り商法などの悪質商法が横行していることから、仙台弁護士会による弁護士無料法律相談や、ラジオ放
送・新聞広告等による啓発事業の実施により、消費者行政の一層の活性化に努めていく。

その他

337件
(32.0％)

地方債国(県)支出金

フリーロー
ン・サラ金

97件
(9.2％)

79件
(7.5％)

1　消費生活相談員による消費生活相談

　　 消費者被害の未然防止と救済を図るため、消費生活相談員を配置し、聞き取りにより相談内容や
　 問題点などを把握するとともに、必要に応じて弁護士・司法書士などの専門家を紹介するなど、問
   題解決に努めた。

2　消費生活に係る啓発活動の実施

オンライン
等サービス

不動産賃貸

5　消費者教育・啓発活性化

　　消費者被害未然防止に向け、講演会の開催や、ラジオ放送・新聞広告等による啓発事業を実施する
　など、各種情報提供・注意喚起を行った。

6　一元化相談窓口緊急整備

　消費生活相談員の配置により、消費者からの相談に迅速かつ適切な対応を行うとともに、情報資料等
の提供により、消費者への啓発に寄与した。

  平成22年度消費相談件数

　　一元的相談窓口への加入により見込まれる相談件数の増加に対応するため、消費生活相談員を2名
　増員するとともに、ＰＩＯ－ＮＥＴ（全国消費生活情報ネットワーク・システム）入力事務補助員を配置
　した。

　   消費者の会や地区の婦人学級などの集まりに積極的に赴き、消費生活に関する啓発を行った。
     ・  年19回

3　消費生活相談窓口の強化

　　消費生活相談窓口の機能強化を図るため、事務機能の整備を行った。

4　消費生活相談員等のレベルアップ

計架空請求

30件
(2.8％)

57件
(5.4％)

49件
(4.7％)

1,053件

教養娯楽
教材

404件
(38.4％)

工事・建築 その他
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22,100,000円

3,700,000円

9,400,000円

9,000,000円

　(5)　記帳指導

　(6)　記帳機械化の推進

1　商工会事業費補助金

　(1)　石巻市牡鹿稲井商工会

　(2)　石巻かほく商工会

　(3)　河南桃生商工会

2　商工会事業

　(1)　経営指導員による巡回指導

　地域事業者への経営指導員による巡回指導や窓口相談、講習会等の開催や金融のあっせん、記帳指導
や記帳機械化の推進により、経営改善等による地域経済の活性化が図られた。

地方債国(県)支出金 一般財源

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

地域を支える商工業の振興を図る

　商工会による中小事業者への各種経営支援や地域の特色ある物産販売等の取組みにより地域商店街等
の活性化が図られてきたが、東日本大震災により壊滅的被害の事業者も多く、地域商店街や事業者の再
生に商工会の果たす役割は大きいことから、本市においては、震災復旧のための支援制度活用や円滑な
資金繰りなど情報提供に努めながら、国・県等の継続的な支援を要望していく必要がある。

第 1 節

基
本
計
画

( 4 )

（単位：円）

　(2)　経営指導員による窓口相談

　(3)　講習会等の開催

　(4)　金融のあっせん

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費

成果に係る評価

商工業振興対策費

事　業　名 商工会事業費補助事業

　市内における商工業の総合的な発展による地域経済の活性化を図るため、これを担う重要な組織であ
る商工会の運営を支援する。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

予算の執行状況
予算額

22,100,000

決算額の財源内訳

決算額

22,100,000 22,100,000

その他
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1　事業者向け融資あっせん事業の実施

　(1)　中小企業融資あっせん

　　 ア　貸付限度額：2,000万円

     イ  貸付期間：運転資金7年・設備資金10年・併用7年

     ウ  貸付利率：年2.3％（１年以内のもの2.0％）

　(2)　小企業小口融資あっせん

     ア  貸付限度額：350万円

     イ  貸付期間：運転資金5年・設備資金7年・併用5年

     ウ  貸付利率：年2.2％（１年以内のもの2.0％）

2  緊急経済対策保証料補給の実施

（単位：円）

地方債 一般財源

30 25,628 496,837 781,236

予算の執行状況
予算額

735,260,659

決算額の財源内訳

決算額

675,663,035 25,663,035

その他国(県)支出金

650,000,000

成果に係る評価

商工業振興対策費

事　業　名 中小企業融資・小企業小口融資あっせん事業

　事業資金を必要とする事業者に対し、円滑な資金調達を図るため「融資あっせん制度」を実施するこ
とにより、その経営の維持安定及び地域商工業の振興を図る。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

損失保証金
（円）

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費 第 1 節

基
本
計
画

( 4 )

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

第 3 章

　   急激な景気後退による企業等の経営状況の悪化に対応するため、中小企業者が本市の融資あっせ
   ん制度により資金を借り入れた際の信用保証料に対し補給金（中小50％・小口100％）を交付する
　 もの。

地域を支える商工業の振興を図る

2,011,873

　上記事業の実施により、市内中小企業の経営の維持安定及び振興発展が図られた。

区　分

  小規模事業者の資金繰りに配慮し、小企業小口融資について、貸付利率の引き下げと、信用保証料の
100％補給を実施したことにより、利用は若干増加した。
　東日本大震災による壊滅的被害からの復旧のため、市融資あっせん制度を拡充し、災害関連枠を創設
しているが、継続した支援を国・県等関係機関に対し要望していく。

預託額
(千円)

融資枠
（千円）

融資状況 債務残高

11,344,9216,070,000

緊急経済対策
保証料補給

（円）
件数
(件)

金額
(千円)

件数
(件)

金額
（千円）

442

小企業
小口融資

43,000 215,000 9

13,040,041
中小企業

融資
607,000

16,950

133 1,052,840
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1　情報配信事業

2　登録イベント事業

3　環境にやさしい商店街事業

 ・体験事業、環境に関する研修会の実施　

 ・子供用品フリーマーケット

4　空き店舗活用事業

5　講習会等開催事業

 ・情報配信操作研修会、個店魅力アップ講習会

 ・情報配信委託業者と契約、情報配信開始

 ・メール会員新規登録者、既登録者を対象としたイベントの実施

 ・個店顧客に対する会員登録推進

その他

 ・地域情報（河南・桃生のまつり情報）の配信

 ・個店等からの売り出しやお買い得商品のお知らせメール配信

 ・既登録者へのイベント案内、お得情報の配信　

 ・廃食油、資源回収委託事業者の決定

 ・エコポイント事業（資源回収参加者へのポイント制度）開始

 ・環境にやさしい街づくり周知のための看板設置

予算の執行状況
予算額

1,594,000 884,1811,473,635 589,454

決算額の財源内訳

一般財源

 ・登録イベントや環境にやさしい商店街事業の廃食油、資源ごみ回収基地としての定期的活用

 ・桃生地区で定期開催の「よろしく市」と連携した地場産品の販売、移動販売等の実施

 

　空き店舗を活用した環境にやさしい商店街事業の廃食油、資源ごみ回収については、地域住民が気軽
に取り組むことができ定着してきた。地元商店による出店等も定着し、来場者は徐々に増加してきた。
商店街の商店主、地域住民が積極的に事業に参加し、意識が変化してきている。
　情報配信事業については、毎月のイベント、地域情報、個店からのお得なメールの配信を開始し、新
規登録者への抽選会等イベントも開催し、地元商店街のＰＲを積極的に行っている。

決算額

成果に係る評価

商工業振興対策費

事　業　名 河南桃生商工会商店街にぎわい戦略補助事業

 　住民の普及率が高い携帯電話等の情報機器を使ったサービスシステムを構築し、地域社会に密着し
たまちづくりや販売促進等の事業を行うことによって地域活性化を図るとともに、人と人・地域との
「つながり」を深める事業を実施する。
　「宮城県商店街にぎわいづくり戦略事業」として採択を受け、3年度継続して事業を行う予定であ
り、市としても総合的に複数年支援することにより、商店街の活性化を図ることを目的とする。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

　情報配信事業については、若手事業者を中心にメール配信操作研修会を開催するなど、積極的な配信
により地元商店街のＰＲが図られている。また、環境にやさしい商店街事業は、地域住民の省エネや環
境への意識を高め、地域住民と事業者が一体となった取組みが推進されている。

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費 第 1 節 石巻独自の技術開発や新産業を創出する

基
本
計
画

( 4 ) 地域を支える商工業の振興を図る

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

（単位：円）

地方債国(県)支出金
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　事業内容

(2)　坂下でほっとひといき…なごみ庵

　株式会社街づくりまんぼうが実施した中心市街地の空き店舗を活用した高齢者をメインター
ゲットとした休憩所運営事業について、店舗等賃借料を補助し、気軽に利用できる利用者同士の
交流の場を提供する事業を支援した。

・売上収入（ほーぷす）　4,311,209円
・売上収入（なごみ庵）　2,499,004円

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

人々が集い、住み、楽しく過ごせる中心市街地を再生
する

(1)　アンテナ・ジュースカフェ　ほーぷす

　株式会社街づくりまんぼうと学生が連携して実施した中心市街地の空き店舗を活用したチャレ
ンジショップ事業について、店舗等賃借料を補助し、学生が研究してきた経営学の実践や若者の
ニーズ、感性を取り入れたチャレンジショップ事業の展開を支援した。

1 項 商工費 第 6 節

7

魅力的な中心市街地を形成する

小　事　業 商工業振興対策費

目 商工業振興費 ( 2 )

予
算
科
目

第 3 章

2

事　業　名 空き店舗有効活用事業（まちなか賑わい創出事業）

目的及び事業内容

　郊外への相次ぐ大型店舗の進出等により中心市街地の空洞化が大きな問題となっていることから、中
心部の空き店舗を活用し市民や来街者と交流する場を設置することにより、まちなかの賑わいを創出す
るとともに、将来的な創業意識の醸成や後継者問題解決の一助とする。

款 商工費
基
本
計
画

取　組　実　績

　学生が自ら店舗経営を行うことにより、将来的な創業意識の醸成や後継者問題解決の糸口に繋がると
ともに、若者のニーズや感性を取り入れたチャレンジショップ事業を展開することにより、商店街の魅
力を市民や来街者に再認識してもらい、中心部の賑わい創出が図られた。
　また、高齢者にやさしい、安心して利用できる場を提供することによって、地域のイメージアップに
貢献し、利用者の交流の場として、集客効果を高め、中心部の賑わい創出が図られた。

成果に係る評価

　学生に店舗経営の実践の場を提供することにより、学生の研究活動の一助としての役割を果たすとと
もに、中心市街地の商店街が抱えている課題の把握に努めることにより、新たな事業展開に繋げること
ができた。
　また、高齢者に憩いの場、利用者同士の交流の場を提供することにより、地域イメージを高め、中心
部の賑わいが創出された。

成　　　　果

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

1,560,0001,560,000 1,560,000
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　事業内容

6月受付分
取下げ　1件
8月受付分
取下げ　4件

交付決定額 22,568,943円19,852,767円 42,421,710円

確定件数

確定額

第 3 章

決算額

備考

交付決定件数 182件146件 328件

　当事業により工事費約5億6千万円が市内工務店等に発注され、波及効果の大きい建築関係分野を中心
に、市内経済の下支えに寄与した。

178件145件

第 1 節

基
本
計
画

( 4 )

280,782,250円

　市民が居住する住宅の安全性、耐久性及び居住性の向上と、すそ野の広い住宅リフォームの関連事業
を支援することで地域経済の活性化が促進された。

2　交付決定額及び確定額等

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

予
算
科
目

2 目 商工業振興費

商工費7 款

1 項 商工費

小　事　業

41,770,611 41,770,611

その他

成　　　　果

取　組　実　績

商工業振興対策費

（単位：円）

事　業　名 住宅リフォーム補助金制度

　景気低迷の長期化により市内事業者の経営状況は厳しい状況が続いていることから、市民が行う住宅
リフォームに対し、補助金を交付することにより、住宅関連産業を中心とした地域経済の活性化を図る
とともに、住宅の安全性、耐久性及び居住性の向上を図り、市民が安心して住み続けられる住まいづく
り及び居住環境の向上に資する。目的及び事業内容

地域を支える商工業の振興を図る

国(県)支出金 地方債 一般財源

決算額の財源内訳

323件

22,767,438円

125,096円 129,837円

556,689,949円

6月受付 計

19,666,165円 41,770,611円

8月受付

22,104,446円

成果に係る評価

予算の執行状況
予算額

42,642,341

　市内に本社機能を有する法人又は市内で営業する個人事業者が施工する住宅リフォーム工事（工
事費が10万円以上）に対し、補助対象工事費の10％（上限20万円）の補助金を交付した。

申請件数

交付申請額

備考

42,716,522円

平均申請額

交付申請に係る工事総額

8月受付

182件

1　申請件数等

6月受付

147件

19,949,084円

135,708円

275,907,699円

計

329件
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1　後継者の育成並びに従事者の研修

　上記事業の実施により、雄勝硯の継承、産地、生産者の体質強化が図られた。
　雄勝石産業の振興を図るため、組合の事業基盤の強化に努めるとともに硯や雄勝石工芸品の需要拡大
のため、各地において展示会、物産展などへ積極的に参加しＰＲ活動を実施した。
　また、雄勝石皿などの新商品のＰＲと販路拡大に努めた。

7　伝統的工芸品産業の振興

6　従事者の福利厚生

5　消費者への情報提供

4　原材料の共同購入・製品の共同販売

決算額

決算額の財源内訳

1,500,000 1,500,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額

国(県)支出金 一般財源

1,500,000

地方債 その他

成果に係る評価

　平成21年度から、補助金の交付目的を明確化するため、運営費補助金を廃止し、事業費補助金に一本
化を図った。
　組合員の減少や組合の自主財源が少ない中、事業の実施においては市の支援が不可欠となっている。

58回

予
算
科
目

7 款

取　組　実　績

2 目

項1

成　　　　果

小　事　業 物産振興対策費

目的及び事業内容

　国の伝統工芸品に指定されている雄勝硯の継承、産地、生産者の体質強化を図るため、年次計画を柱
に実施される事業活動への支援を行う。

事　業　名 伝統技術継承支援事業（伝統工芸品支援事業）

商工費

商工業振興費

基
本
計
画

第 6 章

商工費

地域の個性が輝き融和するまち

第 1 節 地域の風土に根ざした魅力や資源を守り育てる

活動（ＰＲ）回数 117回 77回

H21 H22

( 1 ) 個性ある地域をつくる

　雄勝硯生産販売協同組合へ事業費補助として1,500千円を交付、組合において雄勝硯、雄勝石工芸品
のＰＲ及び販路拡大など振興事業を実施した。

区　　　　分 H20

3　需要の開拓に関すること

2　技術・技法及び品質の維持
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(1)

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

物産イベント関係

基
本
計
画

第 3 章

商工業振興費 ( 1 )

商工費 第 7 節

予
算
科
目

7 款

1 項

2 目

商工費

目的及び事業内容

　地場産品を広く県内外へ紹介・宣伝し、販路の拡大や品質の向上を図るとともに、市民に対して地場
産品への理解を深めることで、地産地消を推進し、地場産業の振興と育成を図る。

成　　　　果

(2)

取　組　実　績

開催場所

シーサイドふれあい広場

米沢市上杉雪灯篭まつり

小　事　業 物産振興対策費

事　業　名 物産ＰＲ・イベント事業

宮城ふるさとプラザ物産展

東京都豊島区「ふくろ祭り」

成果に係る評価

　少しずつではあるが、事業成果が上がってきていると思料されるが、まだまだＰＲ不足等は否めない
ことから、今後も継続的な事業展開が必要と考えられる。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

3,085,053

名　　称

Ｂ－１グランプリ厚木大会

3,320,120 3,085,053

開　催　日

その他 一般財源国(県)支出金 地方債

2月12日～13日

　石巻の特産品のＰＲ及び販売促進を図った。

10月30日～31日

11月6日～7日

1,100,000円

石巻グランドホテル 786,000円

物産展関係

90,000人

秋田県湯沢市「海の市」物産展

23,209人

4,560人

補助金

入込数

9月20日～26日

10月9日～10日

9月18日～19日

入込数

4,300人

1,100人

1,000,000人

ひたちなか市産業交流フェア

　市内における物産イベントの開催、県内外の物産展への参加により、地場産品を広くＰＲ・宣伝し、
地場産業の振興が図られた。
　また、同時に地産地消も推進し、地域振興の一助となった。

名　　称

おがつ産業まつり

石巻フード見本市

開 催 日

7月4日

2月23日

203,500人

435,000人
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件 千円

件 千円

件 千円

件 千円

計 件 千円

国(県)支出金

　企業誘致の促進により、新たに4社が当該事業に該当し、地域産業の活性化等が図られた。
　また、75名の新規雇用があり、安定的かつ永続的な就業の場が確保され雇用の促進が図られた。

緑化推進助成金

26

29

地方債 その他 一般財源

1

158,098

170,281,000

10,000

決算額の財源内訳

1

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

158,097,200 30,228,000 127,869,200

成果に係る評価

企業誘致の促進や既存企業を育成することにより、地域産業の振興と雇用の拡大を図り、さらに市民
生活の安定向上のために今後も事業を推進する必要がある。なお、東日本大震災により、多くの地元企
業が被災し、雇用者の解雇などに繋がっていることから、復興に向けた支援が必要であり、事業内容に
ついては、企業間に不公平が生じないよう配慮の上検討していく。

成　　　　果

取　組　実　績

1 項 商工費

目的及び事業内容

　企業誘致を促進することにより、新産業の育成及び既存産業の活性化等、本市のみならず石巻広域圏
の産業振興を図る。
　また、安定的かつ永続的な就業の場を確保することによって、雇用の促進を図る。

予
算
科
目

款

事　業　名 企業誘致条例助成事業

1,575

142,922

3,601

7

2

小　事　業 企業誘致関係費

目

第 1 節

第 3 章

雇用奨励助成金

企業立地助成金

上水道助成金 1

　助成金交付実績

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

地域資源を活用する

商工費
基
本
計
画

商工業振興費 ( 1 )

地域資源を活かして元気産業を創造するまち
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件 千円

1

　市内既存企業及び進出企業に対して、新たな産業の創出及び雇用促進の効果が期待できる事業として
人材育成、研究開発、情報提供、業務支援の各事業への側面的支援を行うことにより、本市の産業振興
と雇用の拡大を図る。

事　業　名

第 3 章

2 目

項 商工費

7 款 商工費

石巻独自の技術開発や新産業を創出する

基
本
計
画

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

第 1 節

取　組　実　績

　平成22年度においては、情報提供事業として市内企業2社に対し、東京都と仙台市で開催された見本市
出展へ側面的支援を行った結果、見本市での商談には至らなかったものの、多くの来場者との交流によ
り、今後の販路の拡大が図られるなど、本市の産業振興と雇用の拡大に繋がった。

商工業振興費 ( 1 ) 地域資源を活用する

予
算
科
目

小　事　業 産業振興対策費

産業振興対策事業

目的及び事業内容

成　　　　果

成果に係る評価

（単位：円）

予算額 決算額

地方債 その他 一般財源

　新たな産業を育成することが、本市の産業の振興と雇用の拡大に繋がるため、今後も事業を推進しな
ければならないが、近年は実施事業に偏りが見られることから、企業のニーズを把握しながら、より効
果的な制度となるよう、内容の熟度を高める必要がある。

予算の執行状況

3,000,000 555,000 555,000

国(県)支出金

決算額の財源内訳

石巻市産業創造助成金交付実績

情報提供事業 2 555
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1

2

　

予算の執行状況

1,858,000

決算額予算額

1,542,361

（単位：円）

1,542,361

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　平成22年度は、産学官グループ交流会を母体に発足した「石巻マシンプロジェクト」と「夢工房いし
のまき」による活動を積極的に推進した。
　石巻マシンプロジェクトでは、平成23年度開催予定の東北6県連携による自動車メーカーを対象とし展示
商談会出展に向け、新商品アイデアの具現化と、それをブラッシュアップする過程を重視し、特許取得
及び展示商談会出展に係る事前審査出願に向け、試作や耐久性のチェックなどを重ね、会員企業の持ち
得る力を結集し鋭意活動を進めている。
　夢工房いしのまきでは、会員企業の技術力を結集し、自動車メーカーへの企業訪問を重ねており、未
だ受注には至っていないが、着実なＰＲ活動に努めている。

　石巻地域における産学官が連携し活動することにより、自動車関連産業等への有機的なネットワーク
が形成されつつあり、また、地域企業の技術力が向上している。

成　　　　果

( 1 )

自動車関連産業振興推進費

基
本
計
画

第 3 章

第 1 節 石巻独自の技術開発や新産業を創出する

小　事　業

事　業　名 自動車関連産業振興推進事業

目的及び事業内容

取　組　実　績

商工費

　石巻地域における産学官が連携し、自動車関連企業等の有機的なネットワークの形成や関連情報の共
有化等を図りながら、地域企業の技術力の向上等に努めることにより、自動車関連産業への進出や取引
の拡大を促進し、もって石巻地域の自動車関連産業の集積を図ることを目的とする。

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

  産学官グループ交流会自動車関連産業集積部会との連携により、自動車部品の開発研修の実施及び
商談会の開催

　宮城県企業立地セミナー（東京・名古屋）への参加

予
算
科
目

款7

地域資源を活用する目 商工業振興費2

1 項 商工費
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1 件

2

％

％

％

％

％

％

％

147.9

77.4

184.9

152.1

117.3

雄勝荒浜海水浴場 2,670人

渡波海水浴場

石巻

　7月18日頃に梅雨明けし、好天及び猛暑が続いたことにより、ほとんどの海水浴場において、遊泳客
が増加した。

（単位：円）

十八成浜海水浴場 牡鹿

119.2

130.5

　海水浴場施設の安全対策の充実と利便性の向上に努めることにより、海難事故防止が図られた。
また、観光客や市民が安心して海に親しむためのレクリエーションの場として誘客が促進され地域の

活性化が図られた。

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

目 観光費 ( 1 )

商工費

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

商工費 第 7 節

予
算
科
目

第 3 章

3

款7
基
本
計
画

1 項

小　事　業 海水浴場開設費

事　業　名 海水浴場開設事業

目的及び事業内容

　海水浴場施設の安全対策の充実と利便性の向上に努め、海難事故防止を図るとともに、観光客や市民
が安心して海に親しむためのレクリエーションの場として誘客を促進し地域の活性化を図る。

田代ポケットビーチ 石巻

取　組　実　績

海水浴場名 地区

荒浜海水浴場

渡波海水浴場

　市営海水浴場の開設

成果に係る評価

　海水浴場開設については、常に海難事故等の危険性があることから、担当課のリスクが非常に大き
く、事故防止策に伴う施設整備の充実は必要不可欠である。
　海難事故防止の安全対策が最優先であり、そのためのコスト削減はリスクの増大に繋がる。
　安全対策を徹底することで、観光客や市民が安心安全に海に親しむためのレクリエーションの場とし
て、誘客が促進され地域の活性化に繋がることになる。

成　　　　果

673人

海水浴場事故発生件数

予算の執行状況
予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金

7,949,358 7,687,009

地方債

海水浴場名 地区 日数

網地白浜海水浴場

白浜海水浴場 北上

0

海水浴場入込数

牡鹿

7,687,009

比較H21

その他 一般財源

521人

7,024人

31,531人

H22

石巻 5,262人 7,783人

17日

24日

田代ポケットビーチ 石巻

白浜海水浴場 北上 10,681人

4,937人

31日 4,589人

31日

31日

合　　計

牡鹿

46,000人 60,042人

十八成浜海水浴場

網地白浜海水浴場 牡鹿 38日 26,458人

3,913人

日数

38日

31日

31日

31日

17日

24日

雄勝

7月16日（金）～8月8日（日）

開設期間

7月16日（金）～8月22日（日）

7月16日（金）～8月15日（日）

7月16日（金）～8月15日（日）

7月16日（金）～8月15日（日）

7月23日（金）～8月8日（日）
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その他

決算額の財源内訳

8月14日

7,000人

3,500人

16,000人

23,000人

47,000人

10月31日

11月6日

111人

入込数

8月8日

12月4日～5日

33,000人

349,500人

26,000人

8,100人

4,000人

3,500人

8月14日

小　事　業

9月11日

10月2日～3日

10月24日

開　催　日

5月22日～23日

8月1日～2日

8月8日

事　業　名 まつりイベント事業

7 款 商工費

3 目 観光費 ( 1 )

予
算
科
目

目的及び事業内容

　各種まつりイベントの開催を支援することにより、地域の文化・伝統の継承・保存及び地場産業の振
興と地域住民の融和とコミュニティの形成による地域活性化を図るとともに、交流人口の増加にる地域
経済の活性化を図る。

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

1 項 商工費 第 7 節
年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

1,800,000円

石巻川開き祭り 9,000,000円

牡鹿鯨まつり 4,250,000円

補助金・負担金

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

 各種イベント実行委員会に対し、補助金・負担金を交付し各事業へ積極的に協力した。

イベント名称

サン・ファン祭り

基
本
計
画

第 3 章

観光振興対策費

成　　　　果

取　組　実　績
サン・ファン渡波市民夏祭り

北上にっこり写真セミナー 700,000円

210,000円

東北４大焼きそばフェスティバル

1,400,000円

かなん市民まつり

29,550,000 29,550,000

一般財源

25,435,000 4,115,000

地方債

予算額 決算額
予算の執行状況

（単位：円）

1,500,000円

成果に係る評価

　各種イベントの開催により、観光客のみならず多くの方々との交流が図られ、地域活性化の一助と
なったところであり、今後も継続的な観光イベントの実施または新たな交流イベントの実施が求められ
ている。
　また、近年、地域文化・伝統に対する意識低下、少子高齢社会や地域住民の連帯感希薄化、コミュニ
ティの崩壊が社会問題化している中においては、単なる観光客誘致の目的だけでなく、イベントの果た
す役割や必要性は大きいと考えられる。

2,000,000円

にっこりまつり 1,520,000円

かほく産業まつり

　観光イベントへの助成

サマーフェスタ・イン・かほく 2,200,000円

0

おがつ夏まつり 720,000円

国(県)支出金

　各種イベントの開催により、観光拠点として石巻地域の活性化と地域振興が図られた。
　特に、仙台・宮城【伊達な旅】キャンペーンのオープニングイベントとして、「東北４大焼きそば
フェスティバルinいしのまき」を開催したことで、「石巻焼きそば」に対する理解を深め、地域資源と
しての新たな魅力を創出することができた。
　また、焼きそばにゆかりのある関係地域との交流の推進により、石巻を広くＰＲでき観光客の誘致を
図ることができた。

ものうふれあい祭り 4,250,000円
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図った。

予算の執行状況

22,446,507

（単位：円）

国(県)支出金

23,346,642 22,446,507

地方債

　実施状況

道の駅「かほく上品の郷」

2,612,359人計

　観光パンフレットの作成及び各種観光展に積極的に参加すると同時に、観光協会をはじめとする観光
関係団体と連携し、全国に「石巻」をＰＲすることができ、観光客の誘致が図られた。
　また、特産品等の紹介並びに宣伝を行うことで、観光ＰＲとともに販路の拡大につながり、地域経済
の活性化と地場産業の振興が図られた。

日和山公園

186,010人

150,785人

916,656人

予算額

48,500人

金　華　山 56,929人

県立自然公園「旭山」

その他 一般財源

サン・ファン・バウティスタパーク

その他の観光施設等

138,288人

決算額

決算額の財源内訳

石ノ森萬画館 184,694人

石巻市観光物産情報センター

取　組　実　績
　みやぎ三陸黄金海道観光推進協議会及び金華山観光連盟の事業に取り組み、リーフレットの作

　観光や物産振興を推進している(社)石巻観光協会に対し、事業費及び運営費の一部を補助し、

地域間交流事業などを積極的に行い、観光宣伝及び観光振興事業を展開した。

(6)

清掃等の業務を実施した。

成果に係る評価

　※2日間のイベントで石巻焼きそば5,000食を販売した。

　本事業は、本市の観光戦略の取組みの核となる事業の一つであり、石巻の茶色い焼きそばが、Ｂ級ご
当地グルメのブランド化を図り、地域活性化に寄与したことは非常に評価されるものである。
　また、本市において行われた2本の映画製作での石巻ロケを契機に、映画を活かしたまちおこしと観
光振興が図られたところである。
　今後も本市の豊富な観光資源を活用し、映画やテレビを媒体としての情報発信を図るなど、積極的な
ＰＲが必要である。

事　業　名 観光ＰＲ事業

目的及び事業内容

　新鮮な海産物に代表される四季折々の食材や美しい自然など、本市の豊富な観光資源を積極的に情報
提供することで、誘客を促進し、観光客の入込数の増加と地域経済の活性化を図る。

(1)

(2)

　石巻観光パンフレットを作成し、首都圏の誘客キャラバン等で配布し観光ＰＲに努めた。

成　　　　果

小　事　業 観光振興対策費

目 観光費 ( 1 )

予
算
科
目

第 3 章

3

款 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

7 商工費
基
本
計
画

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

1 項 商工費 第 7 節

主 な 観 光 地 点 入込数 ※入込数は平成22年1月～12月
（県公表値）930,497人

　ポストＤＣとして位置付けた、仙台・宮城【伊達な旅】キャンペーン事業に取り組み、10月～

　日和山公園での観桜期間中、花見客のために夜間ライトアップ・防犯警備・交通整理・公園内

(5)

(4)

12月に開催されたキャンペーン期間中に、各種イベントを実施し、観光客へおもてなしの充実を

(3)

成や広報誌への掲載、石巻体験モニターツアー等を実施した。

ができた。

　石巻のまちおこし団体「石巻茶色い焼きそばアカデミー」が、Ｂ級ご当地グルメの祭典「Ｂ-1

　　　観光客入込状況

(7)

グランプリ厚木大会」へ出場し、石巻焼きそばを全国各地へ広めることができた。

ン撮影やエキストラの協力等、上映の支援を行い、石巻の魅力ある観光資源を広く紹介すること

　石巻を舞台とする映画「弁護士　布施辰治」と「お菓子放浪記」の制作のために、ロケーショ
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1 指定管理者 雄勝硯生産販売協同組合

2 指定管理料 円 　　　

3　指定管理期間 平成21年4月1日～平成23年3月31日

4 入館者数 人

5

第 1 節商工費

個性ある地域をつくる

款 商工費 第 6 章

( 1 )

地域の個性が輝き融和するまち

地域の風土に根ざした魅力や資源を守り育てる

基
本
計
画

観光費

伝統産業会館管理費

開　催　期　間

工藤菊之助　絵画展

6月12日～8月1日

4月10日～5月30日

雄勝硯伝統産業会館企画展等

19,865,500

雄勝硯伝統産業会館運営管理事業

ちゃいるどぺいんと展

　平成21年度から、指定管理者制度の導入により、管理経費の削減が図られた。
　また、雄勝硯生産販売協同組合が指定管理者となったため、効率的な硯のＰＲが図られるとともに、
地域の観光拠点としての役割も果たしている。

東北書画展

11月20日～12月26日

1月8日～3月11日 他　5企画展

　平成21年度から、雄勝硯生産販売協同組合が指定管理者となったことにより、雄勝石産業の振興によ
り直結する施設としての運営が可能となり、雄勝硯の技術の伝承と雄勝石産業の振興が図られた。
　また、効率的な硯のＰＲが図られるとともに、地域の観光拠点としての役割も果たしている。

6月26日～8月8日

　国指定の伝統的工芸品である雄勝硯の技術を伝承するため、国内唯一の硯関連の展示施設として設置
されている。
　また、雄勝石産業振興のための施設としての役割をもっており、地域観光ＰＲのための基幹施設にも
なっている。目的及び事業内容

雄勝歴史資料展

5月15日～6月13日

7,131

三輪田　窯展

伝統的工芸品　大堀相馬焼展

石巻(河北・雄勝）ちぎり絵　作品展

8年11日～9月26日

目

7

19,865,500 19,865,500

その他 一般財源

（単位：円）

成果に係る評価

事　業　名

決算額の財源内訳

決算額

1 項

事　　業　　名

成　　　　果

取　組　実　績

小　事　業

予
算
科
目

3

10月16日～11月7日

細田孝春仲間　３人展

予算の執行状況
予算額

19,866,000

地方債国(県)支出金
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1

2

3

4

5

43,542,000 43,542,000

　公益財団法人慶長遣欧使節船協会が指定管理者であり、サン・ファン・バウティスタパークの適正な
維持管理が図られ、観光客や市民に快適な憩いの場を提供するとともに、各種イベントの開催により観
光拠点として石巻地域の活性化と地域振興が図られた。

一般財源

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他
予算の執行状況

1,054,203 42,487,797

成果に係る評価

成　　　　果

　サン・ファン・バウティスタパークの適正な維持管理が図られ、観光客や市民に快適な憩いの場を提
供するとともに、各種イベントの開催により観光拠点として石巻地域の活性化と地域振興が図られた。

7 款 商工費 第 3 章

パーク入場者数（平成22年4月～平成23年3月）　180,160人

予
算
科
目

事　業　名 サン・ファン・バウティスタパーク管理事業

目的及び事業内容

　サン・ファン・バウティスタパークの施設の適正な維持管理を図るとともに、観光拠点として石巻地
域の活性化及び地域振興に寄与する。

小　事　業

3 ( 1 )

1 項

指定管理期間　　平成22年4月1日～平成25年3月31日

9,930人

来場者数

2,760人

33,000人

イベント事業

開催日

毎月7日開催

7月19日

サン・ファン感謝デー(7事業)

目 観光費

事業名

サン・ファン祭り

親子ふれあいパーク

指定管理料　　　41,694,000円

取　組　実　績

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

基
本
計
画

指定管理者　　　公益財団法人慶長遣欧使節船協会

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

サン・ファン・バウティスタパーク運営費

商工費 第 7 節

石巻かき祭り 11月23日 20,000人

5月22日～23日
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1

2

3

4

一般財源

　ロマン海遊21の適正な維持管理が図られたとともに、地場産品の紹介や観光情報の提供が有効に行わ
れ、地場産業の振興及び地域経済の活性化が図られた。

指定管理者　　　社団法人石巻観光協会

指定管理料　　　11,285,000円

指定管理期間　　平成18年4月1日～平成23年3月31日

利用状況（平成22年4月～平成23年3月）

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他

成果に係る評価

　地産地消を進める上で核となるべき施設であることから、今後、役割が益々大きくなると考えられ
る。
　また、地場産業の振興に寄与するためには、販売実績についても、もっと伸ばすことが必要であり、
幅広い事業展開が求められている。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

11,285,00011,285,000 11,285,000

成　　　　果

事　業　名 観光物産情報センター「ロマン海遊21」管理運営事業

目的及び事業内容

　石巻観光物産情報センター「ロマン海遊21」は、観光物産の紹介宣伝及び販路拡大、観光資源の調査
研究並びに観光開発の促進、観光関係者の資質の向上等を目的に事業を行っている。

取　組　実　績

利用者数

127,525人 58,661件 35,284,709円

情報提供件数 売上金額

観光物産情報センター運営費

貸館件数

57件

観光費

第 3 章

3

1 項

商工費
基
本
計
画

目

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

( 1 ) 魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

小　事　業

予
算
科
目

商工費 第 7 節
年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

7 款

- 178 -



1

2

3

4

5

6

主な展示活動（特別企画展）

前年比　99.3％(有料入館者数比較　100.4％)　

※前年度入館者数　178,429人(有料入館者数　77,722人)

指定管理者　　　（株）街づくりまんぼう

入館者数　　　　177,092人（平成22年4月～平成23年3月）うち、有料入館者数　78,061人

指定管理期間　　平成21年4月1日～平成23年3月31日

指定管理料　　　55,000,000円

キーホルダー作成等の簡単な体験教室。今年度102回開催

3月20日～6月27日

開催期間

10月2日～1月10日

1月15日～3月11日

7月3日～9月26日

概要

企画展に関連したテーマを設け、館内を探検。約30名参
加

教　室　名

萬画館探検隊(年4回開催)

予算の執行状況
予算額

62,594,500

成果に係る評価

成　　　　果

　石ノ森萬画館の適正な維持管理が行われ、特別企画展などを開催することにより、マンガ文化の情報
発信と、中心市街地の活性化及び地域振興が図られた。
　全体の入館者数に関して、前年度より0.7％減となったが、有料入館者数について東日本大震災の影
響で3月の半分以上が開館不可だったにもかかわらず、0.4％増となったところである。

　民間のネットワークを活用しながら、マンガ文化を発信し、施設の魅力向上や細やかな接客、安定的
な管理運営を図っていく必要があるが、3月11日の東日本大震災の影響で施設の1階部分が損傷し当面の
間、開館不可となった。
　石巻市の復興の足がかりとして、石巻駅周辺の中核施設である石ノ森萬画館の再開を推進し、観光誘
客のための情報発信の促進が必要である。

62,468,980 62,232,480

（単位：円）

その他 一般財源

石ノ森萬画館運営費

事　業　名 石ノ森萬画館運営事業

　マンガを活かした夢のあるまちづくりを推進し、市内外の人々の交流の促進を図り、中心市街地の活
性化及び地域振興に寄与する。

目的及び事業内容

小　事　業

教育普及事業

予
算
科
目

3 目 観光費

商工費7 款

1 項

第 3 章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち

商工費 第 7 節
年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

基
本
計
画

( 1 ) 魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

地方債国(県)支出金

マンガッタンイラストギャラリー テーマを設けてイラストを公募、大賞を選出。

決算額の財源内訳

決算額

取　組　実　績

オープンワークショップ

企　画　展　名

癒しのイラストレーター　村松誠の世界
展ハローキティとサンリオパーティー

釣りバカ日誌と北見けんいちワールド

山田ゴロと仲間たち展

236,500
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（単位：円）

　施設の整備により、宿泊者数の増加が図られたが、稼働率は減少した。このことから、継続的な情報
発信と島の資源の活用を通して、島民との交流促進を図るなど、マンガアイランドを島の中核施設とし
た観光誘客の促進を講じる必要がある。

6,723,309 5,014,606

その他

予算額

予
算
科
目

3 目

7 款

1 項

小　事　業

事　業　名

　田代島の豊かな自然環境に親しみ、ふれあう場を設けることにより、自然への理解を深め、心身の健
康を増進するとともに、住民と来訪者との交流による島の活性化を図る。

　施設の適正な管理運営により、利用者の田代島の自然への理解と心身の健康の増進が図られるととも
に、住民と来訪者との交流による島の活性化が図られた。
　平成21年度にロッジ3棟やテントサイトを整備し、繁忙期におけるリピーター、新規来訪者及び各種団体
等に対し、平成22年度より施設全体で128名までの宿泊受入が可能となった。
　その結果、宿泊者数が前年度比で45％増の1,633人となった。特にロッジ宿泊者は、前年度比で82％増
の1,384人となった。それに関連して、島内散策用の自転車利用者数も前年度に比べ5倍以上の増加につ
ながった。

内訳

1,384人

368人 △32％

760人

利用者

成果に係る評価

成　　　　果

取　組　実　績

目的及び事業内容

電動自転車 249人

マウンテンバイク(小人用) 77人

予算の執行状況

決算額の財源内訳

決算額

一般財源国(県)支出金

8,337,732

地方債

1,708,703

商工費
年間を通して観光客が訪れることによりにぎわいを創
出する

基
本
計
画

第 7 節

( 1 )

商工費 第 3 章

観光費

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

魅力ある観光地づくりと効率的なＰＲの推進を図る

249人

82％

1　マンガアイランド宿泊者数　　1,633人(平成22年4月～平成22年10月)　前年比　45％増

内訳

マンガアイランド管理運営費

マンガロッジ

施設

マウンテンバイク(大人用) 288人

宿泊者数 前年度比前年度宿泊者

マンガアイランド管理運営事業

テントサイト

2　自転車利用者数　　614人(平成22年4月～平成22年10月)　※前年度利用者数　122人

3　マンガアイランドリーフレット作製業務

新設されたロッジ3棟などをＰＲするために、新たなリーフレットを作製した。

合　　計 1,633人 1,128人 45％

合　　計 614人

種類
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